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This paper describes the speculation with regard to combination between FACT-Graph and TETDM. TETDM has been 

developed for environment of text mining by trying and comparing several text mining methods. On the other hand, FACT-

Graph also has been developed for visualization method. This paper consider the possibility of embedding FACT-Graph in 

TETDM. 

1. はじめに 

テキストマイニング技術は成熟してきており，様々な機能がユ

ーザに提供され始めてきた．主なテキストマイニングのタスクは，

キーワード抽出，トピック抽出，要約，分類，可視化など多岐に

渡っている．データサイエンティストという言葉が生まれている昨

今において，これらのタスクを解決するためのツールの必要性

は増すことが予想される． 

このような背景のもと，TETDM (Total Environment for Text 

Data Mining：テトディーエム)は，人工知能学会における近未来

チャレンジテーマの一つとして採択され，TETDM 統合環境とし

て開発がなされている[砂山 11]．様々なテキストマイニング手法

を組み合わせた統合開発環境を目指しており，多くのモジュー

ルからなることが多い． 

一方，佐賀らは FACT-Graph と呼ばれる可視化手法を開発

している．FACT-Graph は複数の異なる次元の情報を一つにま

とめることを目的に開発されており，様々な応用事例がある． 

本論文では，FACT-Graph と TETDM について考察し，

TETDMに FACT-Graphをモジュールの一つとして組み合わせ

ることによって，どのような取り組みができるかどうかについて，

考察する． 

2. TETDMと統合環境 

TETDMはテキストマイニングにおけるキーワード抽出や共起，

可視化など様々なタスクを実行し，比較検討や機能拡張が可能

になることを目指したプロジェクトである．それを実現するための

統合環境の開発が，現在有志により進められており，タググラウ

ド生成・可視化などの実装が進んできている．これらの環境はそ

のプロジェクト名から TETDM 統合環境，または TETDM と呼

ばれている（以降，TETDMと呼ぶ）． 

この TETDM は，マイニング処理モジュールと可視化インタ

ーフェイスモジュールから構成されている．後者のモジュールは

前者のものを出力するためのものであり，共通的なインターフェ

イスにより制御されている． 

これらの詳しい内容・詳細は[砂山 11][高間 11]を参考にされ

たい． 

3. FACT-Graph 

FACT-Graph とは共起グラフを基にした情報可視化法とその

可視化結果自体を指すものである[佐賀 09]．FACT-Graphのコ

ンセプトは，複数の異なる次元の情報を一つにまとめることを重

要としており，いままで，複数の可視化結果を用意し，比較して

いたものを一つにまとめることを目的としている． 

最初の FACT-Graphはテキストデータのトレンド分析手法とし

て開発された．この FACT-Graph を用いることで，キーワードの

状態と共起の状態だけでなく，それらのトレンドがどのように変

化しているかを表現可能になった(図 1)．この FACT-Graphによ

り新聞記事や犯罪記事などのテキスト分析が行われている．ま

た，その FACT-Graph の特徴を生かして，Web アクセスログのト

レンド可視化[Saga 11_1]やゴルフサイトの可視化分析，また，社

説の比較分析[Saga 11_2]，Call For Paper の可視化[Issertial 

12] がなされている． 

FACT-Graph の本質的考え方と独自性は，様々なデータセッ

トを表す共起グラフ（Temporary Graph）の比較にある．  ある

Temporary Graphにおける頂点と枝が何らかのクラスに属してい

ると定義する．そして，複数のデータセット間における頂点や枝

の変化量に基づいて状態の変化を表す．この Temporary 

Graph が時系列に基づいて生成されるとき，その結果として出

力される FACT-Graph はトレンドを可視化したものとなり，複数

のカテゴリ間に基づいた場合，カテゴリ間の比較分析結果として

出力される．そして，この時系列情報や比較分析での特徴は，

FACT-Graph の頂点や枝に色として表される（基本的には赤・

青・白）． 
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図 1 FACT-GraphによるWebアクセスログの可視化 
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昨今では，より抽象的に可視化できるように，オントロジやカ

テゴリを組み込むような仕組みや，KWIC 環境やインタラクティ

ブな分析環境を提供したソフトウェアも開発されている[Saga 10]．

また，一般的に無向グラフで表される FACT-Graph を有向グラ

フへと発展し，アソシエーションルールなど可視化できるようにし

た FACT-Graphも開発されている[Saga 12_4]． 

4. TETDMへの FACT-Graphの組み込み 

FACT-Graph の出力プロセスと TETDM の環境は類似点が

多い．図 2 は 2 期間のトレンドを可視化するための FACT-

Graph の出力プロセスである．このキーワードとリンクの分析部

分，最終的に出力する部分は，それぞれ TETDM のマイニング

処理モジュール，可視化インターフェイスモジュールの一部とみ

なすこともできる．この点から少しずつ融和が可能であると考え

ている． 

一方で，FACT-Graph と TETDM の大きな相違点は，複数の

結果を一つにまとめることを目的とするか，ソフトウェアの機能と

して複数の分析機能を提供することを目的としているかという点

である．このため，FACT-Graph は複数の共起グラフの結果の

統合など，要約や統合として利用できる可能性がある．一方で，

FACT-Graph 自身には詳細なテキストマイニングプロセスを提

供していない．その点で，TETDM において FACT-Graph を用

いることは，TETDM の詳細なテキスト分析機能を利用できると

いうメリットがあると考えられる． 

ただし，FACT-Graphを TETDMにて使うためにはいくらかの

問題がある．一つは，データの形式である．FACT-Graphはテキ

スト情報だけでなく，時間情報が必須となる．TETDM はこの時

間情報をまだサポートしていない．また他の問題点はデータの

格納法である．FACT-Graph はデータベース上での処理を基本

としており，現在，SQLite 上で動作している．これは，FACT-

Graph が大量データを取り扱うことを前提としており，オンメモリ

上での処理を意図して避け，大量のデータを処理・分散するこ

とを構想しているからである．実際に，Web アクセスログやゴル

フサイトの可視化分析では，一千万件以上のデータの可視化

に取り組んでいる．しかしながら，TETDM は Java をベースとし

た環境であり，基本的にオンメモリ上での開発となっている．そ

のため，ビッグデータのような大量データを扱うことには不向き

であるため，分析の際のデータサイズに制限が生じる．その他

の問題点は，TETDM ではグラフ構造をプリミティブに扱うことが

できない点である．FACT-Graph では Temporary Graph の考え

方を用いており，結果もすべて Temporary Graph として出力さ

れる．すなわち，FACT-Graph は FACT-Graph 同士を統合する

ことを構想しているが，TETDM ではプリミティブに対応していな

い．これらをうまく実装することが FACT-Graph を組み込むうえ

で重要となると考えられる． 

5. おわりに 

本論文では，FACT-Graph と TETDMのコンセプトを考察し，

方法論や分析プロセスなどから FACT-Graph を TETDM へ融

合させるための可能性を考察した．可視化手法である FACT-

Graph は，可視化結果からユーザに様々な仮説を立てさせるこ

とが本質的な目的であり，TETDM とコンセプトなどが共通して

いる部分が多々ある．一方，仕様の問題などからそのまま組み

込むことが難しいといったことも考えられる． 
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図 1 FACT-Graph出力プロセス 


